地域の被災者のみなさんへ ～在宅等への支援の基本ルール～
地域の被災者が避難所から支援を受ける際の利用ルール

この指定避難所の共通のルールは次のとおりです。
避難所から支援を受けられる方は、ルールを守るよう心がけてください。
	◇　避難所は、避難所運営委員会及び避難者が主体となって運営します。
◇　避難所への避難者及び地域の被災者は、世帯（家族）単位で、受付にて、名簿への登録を　行ってください。
・　名簿が支援を受けるための基礎情報となるので、必ず登録をお願いします。
・　避難所を退所するときは、転居先を連絡してください。
・　在宅など地域の被災者の方も、転居する場合は転居先を連絡してください。
◇　職員室、事務室など施設管理に必要な部屋は使用できません。
・　｢立入禁止｣｢使用禁止｣｢利用上の注意｣等の張り紙の内容には必ず従ってください。
◇　食料・物資等は、原則として全員に公平に提供できるよう努めます。
[bookmark: _GoBack]・　不足する場合は、子ども、妊産婦、高齢者などの配慮が必要な方に優先して配布します。
・　食料・物資は、原則、登録いただいた名簿に基づき、避難所への避難者だけでなく必要とする地域のすべての被災者の方に提供されます。地域の被災者の方は、原則として世帯の代表者が避難所に受け取りにきてください。
・　粉ミルク・お粥・紙おむつ・女性用品などの要望は、個別に対応しますので、担当者に申し出てください。
◇　入浴、医療・保健などの巡回相談、各種情報提供のための相談窓口といった生活サービスは、提供できるようになれば掲示板やチラシなどでご案内します。
・　これらのサービスについても、食料・物資同様、原則、登録いただいた名簿に基づき、避難所への避難者だけでなく必要とする地域のすべての被災者の方に提供されます。
◇　喫煙は、所定の場所以外では禁止します。
◇　大規模な余震により、津波や建物使用禁止のおそれがある場合は、避難所閉鎖も考えられます。その場合は運営委員会からの指示に従って行動してください。



このルールは、必要に応じて避難所運営委員会で見直しを行います。
